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１ は じ め に
札幌市がパーソナル・アシスタンス（以下
「PA」）制度を導入してから早５年が経とう
としている。筆者はこれまで、PA制度発足
後まもない時期より、札幌市の障害者の地域
生活支援にかかる「私的勉強会」という非公
式な会のメンバーとして、市の担当者、PA
サポートセンター、PA利用者、相談支援事
業者らとともに、制度利用の実態や課題につ
いて検討してきた。その私的勉強会での議論
を踏まえて札幌市が改めて検討し、報酬額の
上限設定、試用期間の設定や繰り越し制度の
創設、必要に応じた複数介助体制やパーソナ
ル・アシスタント（以下「PA介助者」）の
ミーティング時の支払、PA介助者に事務処
理等の代行を依頼できるなど、利用者の声を
元により使いやすい PA制度へと、運用を柔
軟に変化させてきた。また、札幌市が市内の
自立生活センターに委託している PAサポー
トセンターでは、利用者交流会や PA介助者
研修会の実施、PA介助者とのトラブル解決
や事務手続きや書類作成などの個別支援の充
実など、利用者と PA介助者双方の支援に努
めている。
筆者はまた、この５年間に札幌市 PA制度
の利用者および PAサポートセンターへの聞
き取り調査も行ってきた。利用者調査からは、
介助者の自己選択と PA介助者確保をめぐる
課題として、①利用者による PA介助者育成
の重要性と試用期間の必要性、② PA介助者
確保の困難性、③ PA介助者の契約形態に伴
う労働者としての社会保障問題、④報酬額と
PA費の使途問題を指摘し、セルフケアマネ
ジメント能力の有無が介助の自己選択・自己
決定や公的保障のレベルに格差を生むこと、
PA制度におけるセルフケアマネジメントの
支援が必要であることを指摘した。また、
PAサポートセンターの調査からは、セルフ
ケアマネジメントの現状と限界を指摘し、利
用者のエンパワメントとセルフケアマネジメ
ント支援の重要性を述べた。
さて、札幌市 PA制度はセルフケアマネジ
メントが原則である。７０年代の自立生活運動
以降、障害者の「自立観」は大きく転換し、
自己選択・自己決定を主とする「自律」によ
る「自立」生活と変化した。自身の介助にお
いても自己選択・自己決定に基づく自己管理
により、自分の生活の主体者となり得るとさ
れる。他者に生活行為の一部又はすべてを委
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ねなければならない重度の障害者にとって、
生活や生命にかかる介助を自己管理すること
は、他の誰でもない「自分で自分を生きる」
術であるとも言えよう。
しかし、「自己選択と自己決定による介助
の自己管理」が誰の支援もなくスムーズにで
きる者というのは、最低でも、自己選択・自
己決定できるだけの情報収集と分析、そして
それに基づく判断能力とそれを他者へ伝える
能力、さらには他者との意思疎通ができ、関
係構築ができる者であろう。つまりは“判断
能力とコミュニケーション能力に長けている
者”ということになる。これらが十分でなけ
れば、自己管理は容易ではない。ましてや発
語や意思表示が難しい重度の障がい者にとっ
ては不可能に近い。そこで、セルフケアマネ
ジメントが原則である PA制度であっても、
意思疎通が困難な重度障害者の場合の、実質
的なケアマネジメントは家族が行っているの
が通常である。制度申請～PA 費請求、PA
介助者募集～契約、介助シフトづくりと調整、
他のサービスとの調整、介助者への研修等々、
本来であれば本人が行うことを本人に代わっ
て家族が行っているのである。
ところが、こうした意思疎通の困難な重度
障がい者のケアマネジメントを、家族ではな
く信頼できる PA介助者が行っているケース
が出てきた。それにより、意思疎通が困難な
重度障がい者であっても、家族と離れて一人
で地域生活を送れるようになっている。これ
は新たなケアマネジメントの形態と言えよう。
そこで本稿では、PA介助者によるケアマネ
ジメントの事例を取り上げ、ケアマネジメン
トを行う PA（仮に「PAケアマネジャー」
と呼ぶこととし以下、「PAケアマネ」と略
す）によるケアマネジメントの成功要因とそ
の可能性を探ることを目的とする。具体的に
は、
① PAケアマネにはどのようにしてなり得る
のか
② PAケアマネはどのような役割や機能を持
つのか
③ PAケアマネはどのように本人の意思を尊
重した生活支援を行っているのか
④今後の課題となるものは何か
を検討した上で成功要因と今後の可能性につ
いて考察する。
２．研 究 方 法
調査対象者は、意思疎通が困難な重度障が
い者の PA介助者であり、かつ PAケアマネ
であるＸ氏である。調査は、あらかじめ作成
したインタビューガイドに基づき、２０１４年１２
月に半構造化面接を行った。Ｘ氏の了解を得
てインタビューを録音し、音声データを得た。
また、利用者Ａさんの家族（母親）への２０１０
年および２０１３年に行ったインタビュー調査の
データから、Ａさんの紹介と PAケアマネに
対する家族の考えについて抽出した。最近の
状況については家族への聞き取りも加えた。
主なインタビュー内容は、現在の就労状況、
障がいのある人の介助について、PA介助者
の仕事について、ケアマネジメントについて
である。データ分析は、佐藤郁哉の「コード・
マトリックスによる質的データ分析法」を
参考に、音声データを文字テキストデータに
起こし、オープンコーディング、焦点的コー
ディングを行った。
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３．倫理的配慮
事前に事例の家族に承諾を取り、調査対象
者へは調査依頼書に記した上で調査開始時に
口頭で説明し、書面で承諾書をとった。また、
調査対象者に承諾を得た上で録音し、録音デー
タを匿名化した上で文字化してデータとした。
録音データは文字データ化した後消去した。
なお北翔大学研究倫理審査を受けている。
４．事 例 紹 介
２０代男性。難病による全身性障がいで日常
生活全介助、頻繁に体調が変化するため母親
曰く「目が離せない」。発語はなく明確な意
思表示方法を持たないため、意思疎通が困難
で、いわゆる重症心身障害である。母親は２０１３
年に別居し、以来他者による２４時間介助によ
り自宅で一人暮らししている（上階に祖父母
が住むが生活は別）。PA制度は導入２ヶ月
後の２０１０年６月より利用開始し、支給時間３３０
時間のうち２０時間を事業所分に、残り３１０時
間をPAに移行し、現在２人体制のPAとショー
トステイ、デイサービスを利用しながら２４時
間介助を行っている。Ａさんの母親は、かね
てより自分がいなくてもＡさんが生活できる
ようにしたいと考えており、PA制度を利用
して介助時間を増やし、介助を他者に任せる
ようにしてきた。
５．結果と考察
インタビューデータからワークシートを用
いてオープンコード（［ ］）を作成し、それ
らから焦点化コード（概念コード【 】）を
作成した。その結果２４のオープンコードと６
つの概念コードに分類された。またこれらか
らコード・マトリックス表（表１）を作成し、
コード間を相互比較することにより PAケア
マネの形成過程（＜ ＞）を捉えることがで
きた。
以下、オープンコードと概念コードの作成
及びストーリーの構築を試み、あわせて PA
ケアマネの形成過程について検討する。
１）【生活の見通しと PA への高い関心】＝
＜PA介助者になる＞
PAケアマネになる前にまず「PA介助者
になる」という段階を経なければならない。
PA介助者を本業として選択・継続するには、
雇用保険などの［社会保障がなくても自分だ
けなら何とかなる］という生活の見通しが立
ち、その上で PAという新たな手段への［高
い関心と期待］、をもつ。さらに、PA の仕
事だけで［生活に十分な収入］を得られるこ
とが要件と考えられる。これらから、概念コー
ドは【生活の見通しと PAへの高い関心】と
し、PAケアマネの形成過程としては第一段
階の＜PA介助者になる＞と考えた。
２）【障がいのある人を一人の価値ある人と
して自然にかかわる】＝＜障がいのある利
用者を肯定的に据える＞
Ｘ氏はＡさん家族とＡさんが［生まれたと
きから知っている］友人であり、Ａさんが発
病する（障がいを負う）前から家族ぐるみの
付き合いをしている。そういう関係性が影響
しているのか、Ｘ氏はＡさんを障がい者とし
てではなく、ひとりの人として［先入観のな
い自然にかかわり］をしている。また、Ａさ
んは［みんなを惹きつける魅力がある人］、
価値ある人と前向きに捉えていると考えられ
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る。ここから【障がいのある人を一人の価値
ある人として自然にかかわる】という概念コー
ドを生成し、この段階を＜障がいのある利用
者を肯定的に捉える＞段階とした。
３）【心身ともに集中したかかわりと深い理
解がPAの魅力】＝＜利用者との関係が強
まり、PAの魅力に惹き込まれる＞
居宅介護事業所が派遣するヘルパー（以下
「事業所ヘルパー」）は不特定多数の利用者
のサービスに入るが、PA介助者は契約した
介助者だけの介助であるため、身体も心も
［一人に集中して関わることができ、気持ち
がぶれない］。また、かかわる時間も長いの
で一人の人と［濃密なかかわり］が続き、関
係が強化される。その中で［相手を深く理解］
し、言葉によるコミュニケーションが難しい
利用者であっても、利用者の意思や感情など
の［非言語による意思表出が理解できるよう
になる］。こうしたことが事業所ヘルパーで
はできない PAの魅力となり、仕事にやりが
いを感じる。よって概念コードは、【心身と
もに集中したかかわりと深い理解が PAの魅
力】とした。PAケアマネへの道は、介助者
として＜利用者との関係が強まり、PAの魅
力に惹き込まれる＞段階と考えられる。
これまで、PA制度において、同じ介助者
から継続的に介助を受けることは障がい者側
からの利点として語られてきたが、一人の利
用者だけに継続的にかかわることは介助者に
とってもプラスに働いていることが示された。
介助者の気持ちの行き先が一つに絞られるた
め、その人に対する観察力・分析力が強化さ
れ、言葉がなくとも意思表出が理解できるよ
うになる。そしてそのことが、被介助者との
家族のような絆をより強くしているのではな
いかと考えられる。
４）【すべてを任させる程の絶対的信頼関係】
＝＜PAケアマネになる＞
Ｘ氏とＡさん家族とは互いの子を［自分の
子（家族）のように思う］間柄でありＡさん
が特別な存在であることを示している。また、
Ａさん家族との関係が[PA介助者としての一
面的な関係だけではなく］、お互いに友人と
して熟知していることが信頼関係を強めてい
る。他方、Ａさん家族はＡさんが小さい頃か
らヘルパーなど他人が家に入ることに慣れて
おり、［家族が家に他人（介助者）が出入り
することを嫌がらない］し、介助者を信用し
ている。その中でもＸ氏は、［家族から絶大
なる信頼をうけ］ており、緊急時の判断も
［生死の選択も含めてすべて任され］ている。
逆に言えば、そのくらい信頼してもらえなけ
ればケアマネはできないということにもなる。
ここから【すべてを任される程の絶対的な信
頼】という概念コードを生成し、PA介助者
から＜PAケアマネになる＞段階と考えた。
５）【PAケアマネの役割・機能】＝＜PA ケア
マネとして業務を遂行し、役割を果たす＞
PAケアマネの業務は、利用者の［体調の
変化にあわせた生活マネジメント］であり生
活にあわせて［介助者シフトをその都度調整］
していく。併せて、主治医やショートステイ、
デイサービスなどとの連絡窓口となり、［関
係機関との調整］を［２４時間３６５日体制で包
括的にコーディネート］する。ショートステ
イやデイサービスに行くかどうかの判断を含
めて変更があれば PAを手配しなければなら
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ないが、調整がつかなければ自らシフトに入
る。このように、PAケアマネは PA介助者
のシフトだけでなく、利用者の日々の生活の
包括的なコーディネート機能を有している。
また、［他の PA介助者の意見の取り入れて
支援マニュアルを作成・変更］し、PA介助
者同士の良好な人間関係の形成、シフトの穴
埋めなど、［他の PA介助者の支援］機能を
持っている。一方で、他の介助者では難しい
ことでも、利用者との強い信頼関係を築くこ
とで［利用者の残存機能や可能性を引き出す
介助］を実践し、生活にメリハリをつけて利
用者の生活がより豊かになるよう、常に工夫
している。これらは【PAケアマネの役割と
機能】と捉え、概念コードとした。また＜PA
ケアマネとして業務を遂行し、役割を果たす＞
段階と捉えた。
６）【PA ケアマネには保障や手当の労働条
件整備と深い利用者理解が必要】＝＜PA
ケアマネの後継者について思い悩む＞
PAケアマネの今後について、［将来、誰
かに引き継ぐ必要がある］ことは承知してい
るが、２４時間３６５日体制で業務遂行するには
それ相応の［手当や社会保障がないと後継者
確保は困難］である。言葉によるコミュニケー
ションが難しい利用者であれば、なおさらに
PA介助者を本業として利用者にかかわるく
らいにならないと深い利用者理解は難しいが、
PA介助者は短時間労働の主婦層が多く、特
に若い年齢層は子育て世代で短時間労働にな
らざるを得ない。そうした［勤務条件により
今いる PA介助者からの後継者選出は困難］
と感じている。一方、利用者との関係形成が
どれだけ強くなされ、利用者を深く理解し、
気持ちが伴った生活支援を行うという点も重
要で、PAケアマネは［利用者への深い理解
と思いがないとできない］。加えて、利用者
の［体調変化があるので介助せずにマネジメ
ントだけ行うのは難しい］。これらから、【PA
ケアマネには保障や手当の労働条件整備と深
い利用者理解が重要】の概念コードを生成し
た。またこの段階は、業務を引き継ぐ＜PA
ケアマネの後継者について思い悩む＞とした。
ここで研究目的に照らして検討してみよう。
まず、PAケアマネにはどのようにしてなり
得るのかについては、上述のように＜PA介
助者になる＞－＜障がいのある利用者を肯定
的に捉える＞－＜利用者との関係が強まり、
PAの魅力に惹き込まれる＞－＜PAケアマ
ネになる＞－＜PAケアマネとして業務を遂
行し、役割を果たす＞－＜PAケアマネの後
継者について思い悩む＞という６段階の過程
が描かれた。
次に、PAケアマネの役割や機能について
は、５）の内容から［体調の変化に合わせた
生活マネジメント］、［介助シフトの調整］、
［関係機関との調整］、［２４時間３６５日体制で
の包括的コーディネート］、［他の PA介助者
の意見も取り入れた、支援マニュアルの作成・
変更］、［他の PA介助者の支援］、［利用者の
残存機能や可能性を引き出す介助］の７つの
オープンコードが抽出された。これらから、
PAケアマネはケアマネジャーとしての役割
のみならず、サービス提供責任者の役割も併
せ持っていることが示唆された。
３点目の「ケアマネジャーはどのようにし
て本人の意思を尊重した生活支援を行ってい
るのか」についてだが、言語による意思疎通
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が困難な事例における家族以外の者によるケ
アマネジメントでは、ケアマネジャーが利用
者とどのように意思疎通を図るか、利用者の
感情や意思をどのように把握するのかが重要
な点である。調査の文字テキストデータに次
のような言葉がある。
「子どものようにわかるんですよ。他の人
はわからないっていうんですけど、わかる
んですよ。それはもう、この密な関係です
よね、わかるんですよね、お母さんのよう
に。今こう思ってるなとか、今こうして欲
しいんだなとか。」
「動きとか仕草ですね。そういうのを即座
に感じ取ることでたぶん、体調に関しても
未然に防げるところが、Ａさんに関しては
あると思う。」
「事業所だといろんな所に入るので気持ち
が分散する。今はＡさんのとこだけなので
Ａさんの事だけ考えてますね。（略）気持
ちがそこだけに集中できるとこですかね」
「昔からＡさん知ってますけど、本当に PA
に入ってからかもしれないです。ここまで
わかるようになったのは。」
上記の発言から、Ｘ氏はＡさんの非言語に
よるメッセージを瞬時に感じ取っていること
がわかる。これを３）のオープンコード［非
言語による意思表出が理解できるようになる］
と現わした。そしてそこに到るまでには「一
人に集中して関わることができ、気持ちがぶ
れない」という、常に一人の利用者のことだ
け考えていられるという凝集性があった。そ
れにより言語がなくても［相手を深く理解］
することができるようになったと考えられる。
意思表出が困難な人の意思を他者が完全に
理解することはできない。がしかし、だから
といって支援における自己選択・自己決定を
無視することはできない。であるなら介助者
は利用者理解の最大限の努力をするしかない
だろう。PAの場合は、長時間・長期間にわ
たり一人に集中した関わりができる分、家族
と同等なくらいに利用者の意思表示を理解す
ることが可能になると考えられる。
さいごに、今後の課題となるものは、６）
で示した後継者問題が最重要課題である。し
かしそれは、社会保障の問題や手当・報酬の
問題など PA制度そのものの課題が含まれて
おり、利用者側の努力次第で解決できるもの
ではない。根気よく制度改善を市に働きかけ
ていくことが必要である。
それ以外のことについては、X氏の言葉を
借りれば「今はすべてうまくいっている」。
利用者との関係、利用者家族との関係、他の
PA介助者との関係、他の PA利用者と利用
者・家族との関係、PA介助者同士の関係、
他の関係機関との関係、これらが今現在は問
題ないという。また新人 PA介助者も支援マ
ニュアルがあることによりスムーズに支援が
開始できているという。ただ、X氏がシフト
に入りすぎていることは本人が認めていると
ころであり、PA介助者の追加採用や稼働可
能時間の延長など検討する必要があると考え
られる。
６．ま と め
以上、意思疎通困難な重症心身障がい者の
PA制度を利用した自宅での一人暮らしにお
いて、家族以外の者によるケアマネジメント
を行っている１事例を検討してきた。それに
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より、PAケアマネの６段階形成過程、PA
ケアマネの７つの役割と機能、非言語メッセー
ジの把握による意思疎通、後継者確保の困難
性が示唆された。今回の事例で PAケアマネ
が成功した最大の要因は、Ｘ氏と利用者Ａさ
ん、Ａさんの家族（母親）との強い信頼関係
であると考えられる。＜PA介助者になる＞
ことは誰にでも機会があり、条件さえ整えば
クリアできる。が、そこから＜PAケアマネ
になる＞段階へは高い壁があると思われるが、
それを乗り越えたのは両者の信頼関係であっ
たと思われる。ただ、Ｘ氏はＡさんを生まれ
た時から知っていることや、Ａさんの母親と
も PA介助者としてではない、普通の友人と
しての関係性がすでに構築されていたことな
ど、一般的な PA介助者と利用者あるいはそ
の家族という関係ではないかもしれない。従っ
て、このことを他の事例で応用できるかどう
かは難しいが、利用者側の立場からすると、
信頼できる PA介助者を見つけ、信頼関係を
強化することが第一歩といえよう。
今回は１事例のみの調査であり、この結果
をもって汎用化できるわけではない。しかし
事例検討で見えたことは、意思疎通が困難と
いうどれだけ重度の障がいであっても、信頼
できる適切な介助者が多くいれば、家族がそ
ばにいなくても地域で一人暮らしが可能であ
るということ、また今後 PAケアマネを育成・
継続していくには、保障や手当などの制度自
体の課題を改善することが必要であることで
ある。今回のＡさんのような事例が今後続く
ことを期待し、本研究の継続調査を行ってい
きたい。
最後に、調査に快くご協力いただいたＸ氏
ならびにＡさん、Ａさんのご家族に心より感
謝し、御礼申し上げます。
本研究は、北翔大学北方圏学術情報センター
生活福祉研究部平成２５年度研究の一部である。
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